
7月です、夏はこれからが本番！

今月から家庭向け電気料金は大幅値上げ！

地域によっては最大42%、
月1,000円以上負担が増す
見通しです。

とは言え、節電の為にエアコンを我慢するのは
命の危険もあるのでご法度ですよね。
熱中症は怖いが家計が冷えるのも問題、
となればやはり節約の意識が大事です。

例えば、エアコンと扇風機を併用すると約1割
電気代をカットできるなんて試算もあります。

そこで、併用する際の三原則をご紹介
扇風機を・・

❶エアコンの風下に配置
❷向かい合わせる形
❸首は上に向ける

これを意識すると空気循環が良くなり部屋の冷
却効果が増すんだとか。

あと、エアコンの掃除もこまめにね。
そして、何より部屋をスッキリ片付けること。
目から涼しさを感じられます。

どこまで続くか分からない
生活コストの上昇！
「賢く」快適に暮らして
いきたいものですね。

2023年7月号

今年度の厚生年金、月4,889円増額

2023年度の公的年金の支給が先月から始まりまし

た（年金は年6回、2か月分が偶数月に支給）。

支給額は毎年、物価変動率や賃金変動率などに基

づいて改定されます。

今年度は物価高と賃金上昇を受け、

68歳以上1.9％、67歳以下2.2％の上昇、

厚生年金の67歳以下モデル世帯では4,889円増の

月額224,482円に！

国民年金の加入者は1,434円増の月額66,250円と

なりました（40年間保険料を納付していた場

合） 。

その一方で「マクロスライド」が発動されました。

「マクロスライド」は現役世代の負担が重くなり

すぎないように厚生年金の保険料を18.3％に固定

し、その範囲内で支給額を決めることで年金額の

伸びを抑えるための仕組みです。今年度の改定で

は金額にすると月額約1,200円の調整になりまし

た。

マクロスライドは将来にわたり年金制度を維持

するためには有効な仕組みですが受給者にとっ

ては物価高の時には目減りしてしまいます。こ

のような仕組みも考慮して老後準備をしておく

必要がありそうですね。

賃金・物価
の上昇分

マクロスライド
による調整額：
約1,200円／月

改定額：
4,889円／月

ふかえりのわくわくFP通信
ちょっと気になる「資産運用」「保険」「年金」などお金についての話題をお届けします。

「みらいのお金クリニック」
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ちょっと気になるお金のコラム

消費者トラブル推計合計額は6.5兆円

下表は2022年の消費者被害・トラブル推計額で

す（令和5年版消費者白書より）。

世代を映した相談内容だと感じるのではないで

しょうか？

高齢の方で注意したいのは「工事・建築」です。

シロアリやリフォームなどは通年で起こってい

ますが、特にこれからの季節は水害に関連した

リフォームトラブルが多くなる傾向があります。

20歳代未満は「美容」「お金」がキーワードで

すね。これらについては金額も大きくなる傾向

があるので一層注意が必要です。

トラブルにあった場合に相談・申出をしている

人は半分にも見たいない43.7％です。相談相手

は「家族・知人などの身近な人」が42.7％でし

た。

家族が相談しやすい環境を作っておくことも大

切なのではないでしょうか？

既支払額

（信用供与含む）

2018年 約7.2兆円 約6.1兆円 約6.0兆円

2019年 約6.6兆円 約5.1兆円 約4.9兆円

2020年 約5.0兆円 約3.8兆円 約3.6兆円

2021年 約7.3兆円 約5.9兆円 約5.8兆円

2022年 約8.4兆円 約6.5兆円 約6.4兆円

契約購入金額 既支払額

2022年の被害・トラブル推計額は6.5兆円（す

でに支払った金額にクレジットカードなどの将

来の支払いを加えたもの）でした。

毎年これだけの金額の消費者被害・トラブルが

あるのは少し驚きですね。

1件当たりの平均購入額は79万円

1件当たりの金額を見ると購入額は79万円、既

支払額は37万円とこちらも1回の消費金額とし

てはかなり大きいと感じるのではないでしょう

か？

下表は65歳以上と20歳代未満の人の上位の相談

内容です。

65歳以上 相談数

相談総件数 258,422

商品一般 29,234

工事・建築 12,453

基礎化粧品 8,381

他の健康食品 7,893

20歳未満 相談数

相談総件数 21,827

インターネットゲーム 4,466

他の化粧品 1,714

エステティックサービス 1,382

他の健康食品 1,325

20歳代 相談数

相談総件数 85,267

エステティックサービス 12,501

不動産賃貸 6,202

他の内職・副業 4,101

商品一般 4,071
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